
【鉱山の保安】令和４年度の鉱山保安標語の入賞作品が決まりました 

令和４年度鉱山保安標語入賞作品発表 

令和４年６月 

鉱 山 保 安 課 

 

 

全国鉱山保安週間（７月１日～７月７日）は、「国民安全の日」（７月１日）に合わせ、鉱山

における自主保安活動を推進し、保安意識の高揚を図ると共に、広く国民の間に鉱山保安に関す

る認識と理解を深め、もって鉱山災害及び鉱害の防止に資することを目的としており、関係機関

及び各鉱山では様々な取組が行われています。当部においては、毎年度保安標語の募集、選定を

行っていますが、今年度も１８鉱山から１７０作品の多数の応募をいただきました。 

 ご協力いただいた関係団体及びご応募いただいた皆様方には厚く御礼申し上げます。 

  応募作品については、令和４年５月１８日に選考会を開き、厳正に審査した結果、以下の作

品を入賞作品と決定いたしました。 

  なお、入賞された方々には、九州産業保安監督部長名による賞詞の交付を予定しており、ま

た、入賞作品は後日印刷のうえ各鉱山へ配布しますので保安運動にご活用下さい。 

 
★特選 
いつもと違うその変化 気づいたときに即行動 皆に周知しゼロ災職場 

戸髙鉱山 吉田 日向 

 
★入選 
気付いた時には声掛けろ 注意するのも思いやり 見て見ぬふりは 事故の元 

東裕四浦鉱山 簑下 健太郎 

 
洗い出せヒヤリハットのそのリスク 見直し手直し事故は無し 

新大分鉱山 松下 真也 

 
保安に厳しい その助言 仲間と貴方の命綱 

戸髙鉱山 清水 博文 

 
安全・健康 二刀流 リスクは逃さぬプロ集団 職場の保安はメジャー級 

香春鉱山 平野 栄治 
 

※敬称略、入選作品は順不同 


